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「ガザからの手紙」（パレスチナ問題を学習しよう）
友へ。…僕はきみを追っていくつもりはない。そう、
僕はここに残る、そして二度と離れはしない。こう始ま
る『ガザからの手紙』。

著者のガッサーン・カナファーニー（享年36歳）は、
1936年、パレスチナ北部で裕福な弁護士の家庭で生
まれた。

1948年、前年のUNによるパレスチナ分割決議を受
け、パレスチナの地にユダヤ人国家イスラエルが建国さ
れる。だが、この地には『ユダヤ人』ならざる者たち、
80万余のパレスチナ人ムスリムとクリスチャンが暮ら
していた。後にここは『イスラエル領』となり、各地で民
族浄化（という名の大虐殺）が行われる。

ユダヤ人は、2千年にわたる離散と迫害、とくに20世
紀におけるホロコースト（大虐殺）という悲劇を経て、
祖国に帰還することで『民族の悲願』を実現したという
イスラエルの建国神話。（スピルバーグの『シンドラーの
リスト』など） しかし、この物語には、イスラエル建国に
よってパレスチナ人が祖国を喪失し、難民となり離散し
た歴史認識が徹底的に抜け落ちている。

『ガザからの手紙』に登場する主人公（ガッサーン青
年）は、敗北と貧困のにおいに満ちたガザを何としてで
も抜け出してアメリカにわたり、豊かな人生を手に入れ
ようと、親友と夢見てきた青年であった。
『きみのこうした厚意のすべてに対して感謝しなけれ
ばならないはずだ』と語るガッサーン青年、『緑と水と
麗しき乙女らのもとへ（カルフォルニアを指す）』来いと
言い、すべての準備を整えてくれた親友のムスタファ
―。

手紙はこう締めくくられる。『ぼくはきみのもとへは
行かない…きみこそが帰ってくるのだ、ぼくたちのも
とへ… 大腿部から切断されたナディアの足から学ぶ
ために、正とは何かを、ここに在ることの意味を… 友
よ、帰れ！ぼくたちはみな、きみを待っている』と。
ガッサーン青年は、ナディアという姪を見舞う。彼女
は、姉や弟を爆撃からかばい、脚を失った。この怒りが
元で『ガザに残り、アメリカへ行かない決断』をしたの
か？ 否。

ガッサーンは『緑と水と麗しき乙女らのもとへ』向か
い、『難民ではない生き方』を追求していた。しかし姪の
ナディアは、別のどこかへ移り去り、難民ではない別の
自分を生きることは不可能だということをすでに悟っ
ていた。その宿命を受入れ、パレスチナへと還るための
長い闘いの場に立つ覚悟を持ち、闘いの中で脚を失っ
たのである。（その後、ナディアは、ガッサーンと車両爆
破テロで犠牲となる）

自分の生を抑圧し屈辱と貧困を生きる場としての『ガ
ザ』が、実はパレスチナへと還る（自身を解放する）ため
の闘いの場だったという認識を姪から学んだガッサー
ンだったのだ。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

今、われわれの眼前で起こっている戦争に目を向け
てみよう。そして、パレスチナという問題がわれわれに
問いかけるものを自覚してみよう。

1947年の分割決議、第2次世界大戦によって生ま
れたホロコーストという問題のすべてをパレスチナに
背負わせ、『ユダヤ人の復興』を成し遂げんとする。その
ような不条理の中、パレスチナ人たちは『自分は人間と
して生きたことがない』と口をそろえて言う。だから、
残り、闘うのだと。

沖縄の基地問題はどうだろう。『迷惑な基地』、『オス
プレイによる騒音被害』などが散見されるが、そのオス
プレイが、まさに日米韓の3国軍事同盟の強化ととも
に、沖縄から朝鮮の東海へ、西海へ飛んでいっている
という事実を想起できているだろうか。

UN決議による38度線での国家分割、信託統治と植
民化、大国の利害ひしめく荒波のなか、朝鮮半島で戦
争は終結していない。日米韓はさらなる結束を固め、
朝鮮半島での核戦争という悪夢が現実のものになる
べく、準備をすすめ、それらはもはや実践段階に入って
いる。

パレスチナ問題を我々が簡単に語ることはできない。
しかし、世界のいたるところに『パレスチナ問題』はある。
その現実を朝鮮半島で作り、突きつけてきた者たちと

の長い闘いの向こうに、社会主義強国を建設せんと
する現代朝鮮の覚悟と政策がある。

人権を守り、差別を是正するための闘いなどではな
い。まさに、人の命を守り、戦争と虐殺という最悪の経
験をした朝鮮であるからこそ、今、闘っている。そして、
その未来は我々にも大きな光を指し示すこととなる。

イスラエルの侵攻、ウクライナ問題、そして朝鮮半島問
題と世界情勢が目まぐるしく変わる中、不条理に抗い、
闘い、団結の力でコッポンオリたちを守る青商会のブ
レない視線、ブレない立ち位置を守っていきたいもの
である。（中央青商会）

さらに詳しく知りた
い方はYoutubeをご覧
く だ さ い 。 ☞



2023年１２月号【2】 地方会長紹介コーナー



2023年１２月号【3】 青商会活動

11/14

全5会場での「第21回 ALL九州ミ
レカップ」が無事に終了いたしま
した。今年の7月に総会を開き新体
制となった佐賀地域青商会、佐賀
会場過去最多となる66名の方に参
加いただき、フレッシュな力を大
いに発揮する形となりました！
＃佐賀青商会 ＃ALL九州

九

＃大阪ウリ民族団体交流会

11/3 大阪某所

大阪府青商会、韓国大阪JC、大
阪韓国青商会、済州道民協会が参
加した交流会！焼肉で交流を深め、
来年には力を合わせて大きなイベ
ントを開催することで一致しまし
た。

＃4団体 ＃PK大会 ♯焼肉交流

大

＃アイの日

11/1 岡山県某所

第10期が始まった岡山県青商会
の初の活動として、学齢前オリニ
イベント「アイの日」を開催しま
しいた！当日は父母も共に、子ど
もたちの笑顔が絶えない一日とな
り、大いに盛り上がりました。

＃アイの日 ＃オリニイベント

岡

佐賀県某所

北陸青商会主催の北陸同胞ボウ
リングを石川県で開催しました！
久しぶりに行れた石川県内での同
胞行事。皆さん、和気あいあいと
楽しいひと時を過ごしました。こ
れかも各団体が協力し、同胞社会
を盛り上げていきます！
＃北陸 ＃石川 ＃ボーリング

『第１回 からさきフェスティ
バル』に滋賀青商会で牛串を出店
し、約３００本準備した牛串は、
２時間弱で完売しました！
売店の収益は、滋賀ハッキョの子
供達の為に有意義に使わせて頂き
ます。
＃アクション＆コネクト ＃牛串

滋賀県青商会滋北

11/511/12 滋賀県某所石川県某所

＃からさきフェスティバル＃ボウリング大会 ＃ミレカップ千秋楽

＃フィマンカップ

11/3 埼玉県某所

埼玉県青商会が主催する最大イ
ベント、U-9国際親善サッカー大会
「第11回フィマンCUP2023」が行わ
れました。最高のグラウンドで、
最高の天気に恵まれながら熱戦を
繰り広げる子どもたちの姿は、い
つにも増して輝いていました。
＃国際交流 ＃サッカー ＃希望

埼

＞全国の青商会活動をご紹介＞NEWS

大阪府青商会

九州青商会

岡山県青商会

北陸青商会

埼玉県青商会



2023年１２月号【4】 朝青コーナー＆12月の予定

今月号も必見！朝青紹介コーナー！
朝青から青商会へ、未来へのバトン繋いでいきましょう！

12月のスケジュール

日にち 時間 内容 日にち 時間 内容

12月2日 11時
西東京フォーラム
実行委員会結成式

12月10日 11時 長野県青商会総会

12月1日 11時 宮城県青商会総会 12月12日 17時30分
NPO法人

ウリハッキョ総会

12月5.6日 - 朝大コンペ 12月17日 12時 滋賀県青商会総会

12月８日 14時 北陸青商会総会 12月17日 15時 三重県青商会総会

12月10日 - 三重県青商会YYカップ 12月20日 20時 KYC Plus定例会
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